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【 提 出 日 】 平 成 18年 9月 26日 (2006.9.26)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】

柔 軟 性 を 有 す る 可 撓 管 部 と
内 視 鏡 に お い て 、

を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ２ 】

【 請 求 項 ３ 】

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の 内 視 鏡 は 、 柔 軟 性 を 有 す る 可 撓 管 部 と

内 視 鏡 で あ っ て 、

流 体 圧 ア ク チ ュ エ ー タ か ら 成 る 湾 曲 部 と 、 、 を 有 す る 挿 入 部 を
備 え た
前 記 湾 曲 部 の 基 端 部 と 前 記 可 撓 管 部 の 先 端 部 と を 連 結 す る 係 合 部 に 、 前 記 湾 曲 部 と 前 記 可
撓 管 部 と で 流 体 を 流 通 さ せ る た め の 流 体 用 コ ネ ク タ が 設 け ら れ 、 前 記 係 合 部 が 着 脱 自 在 に
構 成 さ れ た こ と

前 記 係 合 部 に 、 前 記 湾 曲 部 と 前 記 可 撓 管 部 と を 電 気 的 に 連 結 さ せ る た め の 電 気 用 コ ネ ク タ
が 更 に 設 け ら れ 、 そ の 電 気 用 コ ネ ク タ の 一 方 が 前 記 係 合 部 の 一 方 の 着 脱 面 に 対 し て 凸 設 さ
れ 、 前 記 電 気 用 コ ネ ク タ の 他 方 が 前 記 係 合 部 の 他 方 の 着 脱 面 に 対 し て 凹 設 さ れ た 請 求 項 １
記 載 の 内 視 鏡 。

観 察 光 学 系 及 び 照 明 光 学 系 を 備 え た 先 端 硬 質 部 を 更 に 備 え 、
そ の 先 端 硬 質 部 の 基 端 部 に 、 前 記 可 撓 管 部 の 先 端 部 に 設 け ら れ た 前 記 係 合 部 の 一 方 と 電 気
的 に 連 結 可 能 な 前 記 電 気 用 コ ネ ク タ が 設 け ら れ 、 前 記 先 端 硬 質 部 の 基 端 部 と 前 記 可 撓 管 部
の 先 端 部 と が 着 脱 自 在 に 構 成 さ れ た 請 求 項 ２ 記 載 の 内 視 鏡 。

流 体 圧 ア ク チ ュ エ ー タ か ら 成 る 湾 曲 部 と 、
、 を 有 す る 挿 入 部 を 備 え た 前 記 湾 曲 部 の 基 端 部 と 前 記 可 撓 管 部 の 先 端 部
と を 連 結 す る 係 合 部 に 、 前 記 湾 曲 部 と 前 記 可 撓 管 部 と で 流 体 を 流 通 さ せ る た め の 流 体 用 コ



【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、

【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
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ネ ク タ が 設 け ら れ 、 前 記 係 合 部 が 着 脱 自 在 に 構 成 さ れ て い る 。

前 記 係 合 部 に 、 前 記 湾 曲 部 と 前 記 可 撓 管 部 と を 電 気 的 に 連 結 さ せ る た め の 電 気 用 コ
ネ ク タ が 更 に 設 け ら れ 、 そ の 電 気 用 コ ネ ク タ の 一 方 が 前 記 係 合 部 の 一 方 の 着 脱 面 に 対 し て
凸 設 さ れ 、 前 記 電 気 用 コ ネ ク タ の 他 方 が 前 記 係 合 部 の 他 方 の 着 脱 面 に 対 し て 凹 設 さ れ て い
る 。
ま た 、 観 察 光 学 系 及 び 照 明 光 学 系 を 備 え た 先 端 硬 質 部 を 更 に 備 え 、 そ の 先 端 硬 質 部 の 基 端
部 に 、 前 記 可 撓 管 部 の 先 端 部 に 設 け ら れ た 前 記 係 合 部 の 一 方 と 電 気 的 に 連 結 可 能 な 前 記 電
気 用 コ ネ ク タ が 設 け ら れ 、 前 記 先 端 硬 質 部 の 基 端 部 と 前 記 可 撓 管 部 の 先 端 部 と が 着 脱 自 在
に 構 成 さ れ て い る 。
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